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　目の不自由な方への情報提供を目的
に作られたものです。この音声コード
（ＳＰコード）を、活字文書読み上げ
装置で読み取らせると、音声で読み上
げます。
　活字文書読み上げ装置は社会福祉協
議会本所に設置しています。

これはＳＰコードです

（詳細は10ページをご覧ください。）

やろう会さんと、障がい者施設利用者さんで、
門松づくりをしました。



平
成
二
十
五
年
度

第
三
回
　
理
事
会
報
告

日
時
　
平
成
25
年
11
月
26
日
㈫

●
理
事
会
報
告
事
項

（
１
）
総
務
部
会
報
告

（
２
）
介
護
保
険
事
業
関
係
部
会
報
告

（
３
）
広
報
委
員
会
報
告

（
４
）
法
人
経
営
特
別
委
員
会
報
告

（
５
）
監
事
監
査
報
告

●
理
事
会
議
題

議
長
に
八
千
代
町
の
福
田
理
事
が
選
任
さ
れ
、

二
十
七
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
山
崎
監
事
よ

り
上
半
期
定
期
監
査
報
告
が
あ
り
、
法
人
、
日
本

赤
十
字
社
、
共
同
募
金
委
員
会
会
計
は
、
そ
れ
ぞ

れ
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
事
務
局
よ
り
合
併
し
て
十
年
が
経
過
し
、
市

役
所
の
給
与
規
則
等
を
準
用
し
て
い
た
も
の
を
社

協
独
自
の
規
程
に
改
正
す
る
と
の
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。

主
な
議
案
は
、
職
員
就
業
規
則
の
改
正
で
、
職

員
の
種
類
と
し
て
正
職
員
と
準
職
員
が
定
め
ら
れ

ま
し
た
。(

準
職
員
の
種
類
は
、
専
門
職
員
、
嘱

託
職
員
、
臨
時
職
員
、
登
録
職
員)

ま
た
、
給
与
規
程
で
は
新
た
な
七
等
級
制
の
給

与
表
が
制
定
さ
れ
、
係
長
職
を
新
設
し
た
機
構
改

革
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
資
格
を
取
得
し
た
者
に
一
万
円
か
ら

三
万
円
の
資
格
取
得
奨
励
金
を
支
給
す
る
こ
と
等

が
決
ま
り
ま
し
た
。

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
あ
げ

ま
す
。

旧
年
中
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
推
進
に
格
別
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
も
合
併
後
満
十
年
を
迎
え
、
こ
の
春
か
ら
は
十
一
年
目
を
迎
え
ま
す
。
昨
年

末
に
は
社
協
改
革
の
一
つ
と
し
て
、
事
務
局
の
組
織
再
編
を
は
じ
め
、
就
業
規
則
、
給
与
規
程
等
重
要
規

程
を
現
在
の
社
協
運
営
状
況
に
見
合
っ
た
内
容
に
改
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
山
間
地
域

の
最
大
の
課
題
で
あ
り
ま
す
少
子
高
齢
化
に
伴
う
地
域
力
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
、
新
規
事
業
と
し
て
、
地

域
会
員
の
皆
様
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
、
地
域
で
の
繋
が
り
を
よ
り
強
固
に
持
ち
、

支
え
合
い
や
見
守
り
体
制
を
包
括
的
に
構
築
す
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
事
業
」
や
、
認
知
症
等
の
増
加

に
伴
う
権
利
擁
護
対
策
と
し
て
「
法
人
後
見
事
業
」
の
取
り
組
み
を
行
い
、
今
年
も
地
域
福
祉
事
業
を
強

力
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

さ
ら
に
本
年
は
社
協
改
革
の
新
た
な
柱
と
し
て
、
中
期
経
営
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
な
法
人
運
営
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

法
人
運
営
の
実
施
元
年
と
位
置
づ
け
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ま
す
ま
す
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

安
芸
高
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
会 

長
　

竹
　
重
　
博
　
樹
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介
護
保
険
事
業
関
係
議
案
と
し
て
、

十
二
月
よ
り
、
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
の

実
施
地
域
を
安
芸
高
田
市
全
域
に
加
え
、

北
広
島
町
全
域
へ
広
げ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
新
た
に
介
護
保
険
事
業
対

象
外
の
方
に
自
己
負
担
で
福
祉
用
具
の
レ

ン
タ
ル
事
業
（
車
い
す
、介
護
用
ベ
ッ
ド
）

を
開
始
し
、さ
ら
に
訪
問
介
護
事
業
所
も
、

四
月
か
ら
吉
田
町
に
新
た
に
開
設
し
、
吉

田
町
を
中
心
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

は
か
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
事
務
局
よ
り
一
般
会
計
資

金
収
支
補
正
予
算
（
第
二
次
）
と
し
て
、

福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル
事
業
、
訪
問
介
護
吉

田
事
業
所
の
開
設
に
伴
う
費
用
や
、
訪
問

介
護
事
業
用
車
両
を
日
本
財
団
か
ら
助
成

を
い
た
だ
き
車
両
購
入
す
る
費
用
な
ど
、

合
わ
せ
て
六
〇
五
千
円
の
補
正
予
算
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
度

第
三
回
　
評
議
員
会
報
告

日
時
　
平
成
25
年
11
月
28
日
㈭

●
評
議
員
会
議
題

　

議
長
に
向
原
町
の
宍
戸
評
議
員
が
選
任

さ
れ
、
理
事
会
で
可
決
さ
れ
た
二
十
七
議

案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

評
議
員
よ
り
、
就
業
規
則
の
中
で
、
試

用
期
間
が
中
途
採
用
者
、
準
職
員
は
、
六

か
月
と
な
っ
て
い
る
が
、
三
か
月
程
度
で

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
の
質
問
が
あ
り
、

事
務
局
よ
り
、
介
護
職
に
つ
い
て
は
、
近

隣
の
福
祉
施
設
と
の
競
合
に
な
っ
て
い
る

た
め
職
員
の
異
動
が
あ
る
の
で
、
試
用
期

間
を
六
か
月
程
度
に
し
て
い
る
と
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

　

慎
重
審
議
の
結
果
、
二
十
七
議
案
が
全

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
回
　
法
人
経
営
特
別
委
員
会

報
告

日
時
　
平
成
25
年
12
月
19
日
㈭

　

法
人
経
営
特
別
委
員
会
が
、
ク
リ
ス
タ

ル
ア
ー
ジ
ョ
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
と
し
て
、「
地
域
福
祉
活
動

の
推
進
」「
介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」

「
福
祉
の
開
拓
者
と
し
て
」
そ
れ
ぞ
れ
の

重
点
項
目
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
平
成

二
十
六
年
度
か
ら
平
成
三
十
年
度
ま
で
の

各
事
業
の
実
施
に
伴
う
財
政
計
画
の
協
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
事
業
に
つ
い
て
、
毎
年
ロ
ー
リ

ン
グ
を
行
い
な
が
ら
、
適
正
な
法
人
運
営

を
行
う
よ
う
意
見
が
あ
り
、
引
き
続
き
、

協
議
・
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

12月１日付人事異動（係長級以上のみ掲載)
所属部署 役　職　名 氏　名 旧　役　職　名

【課長級】
総務課長（総務係長兼務） 和田　篤志 在宅福祉課長
介護福祉課長 瀧野由美子 総務課長

【係長級】
事務局

経理係長 上田　裕子 総務課主任
地域福祉係長 小田　美穂 地域福祉課主事

【係長級】
通所介護事業所

所　長 玉利　清子 管理者

【係長級】
訪問介護事業所

所　長 新田久美子 主任訪問介護員
専門員 向井久美枝 訪問介護員

【係長級】
居宅介護支援事業所

所　長 平野　美幸 管理者
所長補佐 柿上　郁子 介護支援専門員
専門員 守山貴美子 介護支援専門員
専門員 三木　由紀 介護支援専門員

【係長級】
福祉用具貸与事業所

所　長 武岡　義和 地域福祉課主任主事

第 3回理事会の様子

第 3回評議員会の様子

第 2回法人経営特別委員会の様子
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 市民の皆さまにお願いしておりました赤い羽根共同募金に、多くの方々にご協力いただきあり

がとうございました。厚くお礼申しあげます。

　（平成25年12月20日現在）

 11月13日、広島県社会福祉会館において「広島県ふくしのまちづくりのつどい」が開催され、広島

県社会福祉協議会　山下会長より永年にわたり社会福祉の向上にご支援・ご尽力いただいた方々へ

の表彰状の贈呈が行われました。安芸高田市内の９名の方が表彰を受けられました。� （敬称略）

総額 4,486,500円

総額 5,998,685円

平成25年度
安芸高田市社会福祉協議会会費報告
 10月１日より実施させていただきました、社協会費の募集

につきましては、各地区の福祉委員さんをはじめ、市民の皆さ

まから温かいご理解と多大なご協力を得る事ができ、心より厚

くお礼申しあげます。

　この度、お寄せいただいた会費は、社協の最も重要な自主財

源であり、地域の福祉を支える大切な役割を果たしております

ので、今後ともご理解、ご賛同をよろしくお願いいたします。

　皆さまからお寄せいただきました社協会費は、ふれあいサロ

ン事業・広報紙作成等に活用させていただきます。

吉　田 1,401,000円
八千代 585,000円
美土里 463,500円
高　宮 606,000円
甲　田 744,500円
向　原 686,500円
合　計 4,486,500円

赤い羽根共同募金にご協力ありがとうございました

平成25年度　広島県社会福祉協議会会長表彰

戸別募金 法人募金 職域募金 街頭・イベント募金 その他募金 計
吉　田 1,373,000 円 174,000 円 98,570 円 31,679 円 9,929 円 1,687,178 円
八千代 584,500 円 125,000 円 45,190 円 44,400 円 0 円 799,090 円
美土里 463,000 円 55,000 円 48,000 円 40,958 円 2,000 円 608,958 円
高　宮 601,000 円 78,000 円 106,010 円 43,309 円 0 円 828,319 円
甲　田 741,500 円 120,000 円 285,820 円 63,725 円 22,340 円 1,233,385 円
向　原 686,500 円 65,000 円 52,840 円 17,415 円 0 円 821,755 円
市　外 0円 20,000 円 0 円 0 円 0 円 20,000 円
合　計 4,449,500 円 637,000 円 636,430 円 241,486 円 34,269 円 5,998,685 円

永年の社会福祉へのご尽力に深く感謝申し上げますとともに、心よりお慶び申し上げます。

表彰区分 氏　　名 所　　　属
民生委員・
児童委員功労者

高橋　宏隆 安芸高田市民生委員児童委員協議会
泉迫　あき 安芸高田市民生委員児童委員協議会

社会福祉施設
関係功労者

松川由起子 (社福)清風会　清風会サンサンホーム
栗本　裕昭 (社福)清風会　清風会みつや工場
玉井　克彦 (社福)清風会　清風会サンブリエ
坂本　浩章 (社福)清風会　清風会サンサンホーム
松岡富士枝 (社福)三篠会　ケアハウス甲田

社会福祉協議会
団体関係功労者

玉利　清子 (社福)安芸高田市社会福祉協議会
曽我　　淳 (社福)安芸高田市社会福祉協議会

（平成25年12月20日現在）
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　街頭募金・イベント募金でたくさんのあたたかい募金をいただきました。集まった募金は広島県共同募
金会に全額送金しますが、募金額の約60％が安芸高田市共同募金委員会へ配分されます。
　この募金は高齢者をはじめ、ふれあいサロン事業、被災者生活サポートボラネット推進事業、障がい児・
者福祉活動事業等へ有効に活用させていただきます。

街頭募金・イベント募金へのご協力ありがとうございました

10/１(火)
街頭募金(ゆめタウン吉田店前) 31,679円

街頭募金(Ａコープ向原店前) 17,415円

10/13(日) こうだわいわい祭 63,725円

10/20(日) たかみや大地のまつり 43,309円

10/27(日) 美土里米舞まつり 40,958円

11/３(日) 八千代およりん祭 44,400円

募金総額　241,486円

法人募金　ご協力先一覧
法人募金にご協力いただきありがとうございました。� （平成25年12月20日現在）

●吉田町
安芸高田市商工会
安芸高田市シルバー人材センター
安芸土木建築㈱
井上内科医院
上田建築
㈱オカスポーツ
㈲柿原興業
楠原壜缶詰工業㈱吉田工場
㈱栗本
㈱啓文社製作所
コスモ薬局
㈲小又工務店
坂本重工㈱
サンパラソル
三和シヤッター工業㈱広島工場
すが美容室
スタンド秋桜
㈱砂原組
大和重工㈱吉田工場
㈱高田環境
田川電工社
竹廣ガラス㈱
広島ガス高田販売㈱
ファクシス㈱
平和工芸㈱
㈱マルシン
三矢オート㈱
㈲矢賀商会
山㟢歯科医院
㈲吉田不動産サービス
㈲吉村モータース

ヨネシタ建設

●八千代町
坂本商店
㈱高山
㈲平本自動車工業

八千代北販売所
特別養護老人ホームレークサイド土師

●美土里町
石井運送㈲
㈲オガサワラ
カラオケみどり
㈲清原組
㈱クリーンカルチャー
佐々木工務店
田中運送㈲
津田医院
鉄橋商店
広島北部農業協同組合高田インター給油所
㈱ミドリ
宮本商会

●高宮町
㈲ウエノ技建
㈱Aコープたかみや店
㈱SKサービス
川根柚子協同組合
㈱熊高組
住野工業㈱高宮工場
竹本美容院
㈲清流亭
㈲高宮中央交通
たかみや湯の森運営協会
塚本鉄工所
はまゆうビューティーサロン
㈲ボデーショップタカタ
㈱ホロン　すずらん薬局高宮店
㈲ルーフセンター塚本

●甲田町
㈱吉川商店
㈲広輝建設
協同組合甲田ショッピングセンター

栗原美容室
甲田運輸㈲
甲立タクシー㈲
㈱迫広砕石
下津江石油㈲
㈲しんたく自動車
㈱住吉
㈲高田オート
瀧野工務店
デイケア甲立
徳永医院
特別養護老人ホーム甲田
㈱トペコおばら
㈱ハマイ物産
広島精密工業㈱
㈲ピコラ
増田砕石工業㈲
㈲水野米穀店

●向原町
大塚損害保険事務所
大野衣料品店
川野硝子店
時遊館安芸高田デイサービスセンター
㈲末吉工務店
高橋電機向原
東京濾器㈱広島工場
中村耳鼻咽喉科医院
㈲福田鉄工所
升岡オート
㈱マトバ
向原農事設備㈲
㈱山口製作所

●安芸高田市外
広島県薬業㈱
扶桑電通㈱中国支店
（あいうえお順、敬称略）

街頭募金
（ゆめタウン吉田店）
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快適な生活環境を創る
土木・上下水道・造園・墓地

安芸高田市美土里町北2520-5

ＴＥＬ０８２６－５５－０５３７

福祉用具貸与事業所

安芸高田市社会福祉協議会　本所に
福祉用具の展示コーナーができました

　高齢者や介護をされる皆様に、より快適な

日常生活を過ごしていただくための福祉用具

（介護用ベッドや歩行器、車いす等）を展示

しています。

　また、福祉用具の使用方法や、介護保険を

利用してのレンタル方法などの相談にも応じ

ておりますので、どうぞお気軽にお越しくだ

さい。

　実際に見て、触れて、試してみてください。

■対象者
　○介護保険申請中の方

　○要支援１・２および要介護１の方

　○その他

■取扱い商品
　○車いす（自走用・介助用）

　○介護用ベッド（マットレス・サイドレール２本付）

■レンタル料

　介護保険対象外であっても、低価格でレンタルできるように自費レンタル対応商品を準備し

ております。点検・整備・消毒された商品を福祉用具専門相談員が搬入、組み立てますので、

安心してご利用頂けます。

詳しいことは、福祉用具貸与事業所 電　　　　話
お太助フォン 45-5101までお気軽にご相談ください。

平成25年12月1日より
自費レンタルを開始します

車いす １か月2,500円
介護用ベッド １か月2,800円
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家電販売・電気工事・水道工事

安芸高田市向原町坂143-1

TEL46-2118 FAX46-4019

高橋電機 向原

通所介護事業所

　ご利用することに不安を感じておられる方、どんなことをしているのか具体的に体験してみ

たいという方は、ぜひ社協デイサービスまでご連絡ください。

　お待ちしています。

詳しいことは、社協デイサービス 電　　　　話
お太助フォン45－5102までお気軽にご相談ください。

デイサービスでは…

レクリエーション

　１日を楽しく過ごして頂くために、季節を取

り入れた行事やゲームを考え、楽しさや達成感

を感じられる内容になるよう心がけています。

　また、身体の機能低下を防ぐための運動（ガ

ンバルーン体操、パワーリハビリ、ころげん体

操等）を行っています。

お風呂

　広い大浴場でゆったりとお風呂を楽しむことができます。

　また浴槽内に入る階段に手すりを取り付け、より安心して入っていただくことができます。

展　示

　11月４日(月)～９日(土)の６日間、利

用者さんが制作した作品を甲田ショッ

ピングセンター「パルパ」に展示しまし

た。

　作品数はおよそ20点。習字、折り紙、

ペーパークラフト、編み物などの個人や

団体の作品まで、様々な作品を展示しま

した。その中には制作に１か月～２か月

かかった大作もあり、目を惹くものばか

りを展示させていただきました。
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有料広告募集

社協だより　　　　　

  40×60㎜（カラ－）

年間 16,000円

けんこうなかまの施術院
吉田出張所

TEL 090-9739-9389（完全予約制）

地域包括ケア推進事業
【地域包括ケア推進事業ってなに？】
　安芸高田市では現在高齢者人口が１万人を超え、高齢化が進行しています。一人暮らし高齢者、

高齢者夫婦世帯などの増加、また、高齢化に加え過疎化が進み、地域力が低下し、地域において

は、支え合いや見守り体制が弱くなります。こうしたなか、住み慣れた地域で生活を継続してい

くために、関係機関との連携・協働により地域でのつながりを持ちながら、支え合いや見守り体

制を包括的に構築していく事業です。平成25年度、26年度は甲田町の山田地区、高地地区、長屋

地区、火の谷地区をモデル地区として事業展開していきます。

【どんなことをするの？】
　常設型のサロンを拠点に、気軽に集え

る場づくりを行います。そこでは、健康

チェックや会食、お太助協力店への注文

による買い物支援などを行います。サロン

で聞いた悩みごとや心配ごとなどは、生

活支援ワーカーが聞き取り、相談窓口の

社協へつなぎます。社協は必要に応じ関

係機関・団体と連携をとり、また、必要

なサービスへつなげます。サロンへ来られ

ない方などはお太助フォンを利用し、声か

けや安否確認などを行います。このよう

に地域全体で一人の方を支えていきます。

の取り組みを紹介します

※生活支援ワーカーとは、主に地
域のみなさんと社協をつなぐ活
動をしていただく方です。

※お太助協力店とは、営業活動時
に見守り活動などを行っていた
だく地域貢献も兼ね備えるお店
として安心生活創造事業の中で
登録されたお店です。

地域包括ケア事業イメージ図

事業説明会の様子
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私達サロンは立ち上げて17年になります。最初に参加してくださった方はほとんどお浄土に還
られ今89才の方が１人元気で頑張っておられます。その元気なもとは体操をした後、ゲームあ
り、おしゃべりあり、笑いありで楽しい一日を過ごす事です。毎年年末には来年度の干支のロー
ルペーパー手芸をする楽しみが増してくる事です。又この度２名参加してくださり、うれしいこ
とです。ますます楽しいサロンにしていきたいと思います。� （いきいきサロン世話人）

平成22年に発足し今年で３年を迎える坂巻にこにこサロンは、月に１回集会所に集まり、手芸
やおしゃべりを楽しんでいます。今回は、紙を使ったバラの花をつくりました。みんな初めてで
はありましたが試行錯誤しながら素敵なバラが完成しました。今回のサロンでは、高校生も参加
しとても賑やかなサロンとなりました。老若男女問わずもっとサロンの輪が広がればと願ってい
ます。� （坂巻にこにこサロン世話人）

「坂巻にこにこサロン」は吉田町の坂巻集会所で開いています。
詳しいことは　市社協吉田支所　電　　　　話お太助フォン４２－２

ふくしいちばん

９４１までお問い合わせください。

「いきいきサロン」は甲田町の菊山老人集会所で開いています。
詳しいことは　市社協地域福祉課	電　　　　話４５－２

ふくしいちばん

９４１までお問い合わせください。
	 お太助フォン４５－４９３９

個性豊かなバラができました 花びら 1枚 1枚を上手に重ねて

干支の手芸をつくりました上手だねー
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被災者生活サポートボランティアシミュレーション研修
～被災者生活サポートボラネット推進事業～

10月29日(火)クリスタルアージョで、各機関から48名の方に参加いただき、被災者生活サポー

トボランティアシミュレーション研修を行いました。安芸高田市内が被災し、｢被災者生活サポー

トボランティアセンター」を立ち上げたと仮定して、被災者のニーズの受付、ボランティアして

いただく方の把握、マッチング方法、活動支援物資の貸出方法などを模擬訓練しました。災害に

備えて何度も繰り返し訓練することが大切だと感じました。

ボランティアの受付 活動支援物資の貸出

12月19日(木)、貴船ハウス・ふれあいの家たんぽぽ・ひとは福祉会の利用者さんが男性ボラ
ンティアグループやろう会の皆さんと一緒に門松を作りました。初めての門松づくりに戸惑うこ
ともありましたが、やろう会さんの指導のもと楽しくできました。お礼に手作りの鶏肉と豚肉の
燻製を渡し、それぞれ個性あふれる門松で新しい年を迎える準備ができました。

門松づくり鶏肉と豚肉の燻製作り

門松づくり
～障がい者施設体験交流事業～
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次
の
方
々
か
ら
、
社
会
福
祉
事
業

の
た
め
に
温
か
い
ご
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成25年9月21日～平成25年12月20日受付分（敬称略）

皆さまの善意により、サロン活動などが
支えられています。
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編集
後記

市民の皆さまのあたたかいご支援ご協力ありがとうございました。

■弁護士相談（無料・予約先：市社協本所 総務課 電話・お太助フォン４５－２
ふくしいちばん

９４１）
※要予約６名まで（１人30分程度）予約については、先着順となります。

市社協吉田支所
１月15日(水)
２月19日(水)
３月19日(水)

13:00～ 16:00

財産・相続・金銭貸借・離婚など
法律上の問題に関すること。
日程については変更となる場合が
ありますので、詳しくは市社協本
所総務課へお問い合わせください。

市 社 協 本 所 ２月５日(水)

市社協向原支所 ３月５日(水)

※　市社協吉田支所：開催月の１日、8:30から予約受付（変更あり）
※　市社協支所：開催前月の15日、8:30から予約受付（変更あり）

■心配ごと相談（無料）

場　　　所 日　　時 時　　間 電話・お太助フォン 開　　催　　月

吉 田 人 権 会 館 第１・３木曜日 10:00～ 15:00 ４２－２８２６ 毎月

市 社 協 八 千 代 支 所 第 １ 月 曜 日 13:00～ 15:00 ５２－２９４１ １月

市 社 協 美 土 里 支 所 第 ２ 金 曜 日 9:00 ～ 12:00 ５９－２９４１ １・３月

市 社 協 高 宮 支 所 毎  月  1 5  日 9:00 ～ 12:00 ５７－２９４１ ２・３月

市 社 協 本 所 第 ４ 月 曜 日 13:30～ 15:30 ４５－２９４１ １・３月

市 社 協 向 原 支 所 第 ２ 火 曜 日 9:00 ～ 11:00 ４６－２９４１ １月

　※日程については変更となる場合がございますので、詳しくは市社協各支所へお問い合わせください。

■介護相談（無料）

場　　　所 日　　　時 時　　　間 お　問　合　せ

吉田老人福祉センター 毎月第２水曜日 9:00 ～ 12:00 電話・お太助フォン　45-2941

新年あけましておめでとうございます。
今年も心温まる話題を皆さまにお届けしていきたいと思っています。
本年が皆様にとって幸多き一年になりますように。　　　　　　　　（事務局）

発行・編集／社会福祉法人　安芸高田市社会福祉協議会
〒739-1101　広島県安芸高田市甲田町高田原1490－1（安芸高田市ふれあいセンターこうだ内）
� 電話・お太助フォン（0826）45-2941　FAX（0826）45-7012

社協だより

義援金報告
　被災された方々のために義援金を募集したところ、多くの皆さまからのご協力をいただき誠に

ありがとうございました。

　お預かりいたしました義援金は、全額、日本赤十字社広島県支部に送金しており、被災された

方々に届けられています。

お・し・ら・せ

義　援　金　名 金　　　額

埼玉竜巻災害 　　　　　42,695 円

埼玉県台風 18号災害 1,987 円

平成 25年 9月京都府台風 18号災害 19,381 円

平成 25年滋賀県台風 18号災害 3,732 円

鹿児島県奄美大島南部台風 24号災害 3,410 円


